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　「中国の文化を知り、同時に日本文化を見直す」ことを目標に、北
海道医療大学で学んでいる留学生の����������さんと

りゅう えん か
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じゅ
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���さんを招待
か

して国際交流学習を行いました。
　生徒たちは、携帯電話・若者文化・食文化・学校生活・スポーツ・
年中行事のテーマに分かれ代表者が音楽や映像を使ったクイズで盛
り上げたり、パソコンを使って説明するなど中国と日本の文化を比
較しながら発表しました。劉さんと鞠さんからは「 沙包 」という中国

シャーバオ

の遊びの紹介や中国文化について教えてもらいました。
　また、集会後は給食を一緒に食べるなど、和やかな雰囲気の中、温
かい交流が持たれました。
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　本校は伝統文化に親しみながら豊
かな心を育てるために書道教育に力
を入れ、希望者を募って各種コン
クールに参加しています。昨年は、
「全道書道コンクール・学校の部」で
４年連続１５回目の団体優勝、また、
「全国学生書道展覧会・学校の部」で
は１０年連続団体優勝するなど輝かし
い成績を残すとともに、両コンクー
ルとも多くの個人賞を受賞しました。
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　本校では、毎年冬季間に野鳥観察活動を行い、毎日順
番を決めて2つの餌台に餌を置いています。餌は、給食
で残ったパンやご飯を使ったり、昨年の台風で収穫で
きなかったトウモロコシを、近所の農家から譲り受け、
干して細かく砕いたものを利用しています。
　餌台には、毎日のようにスズメ、シジュウカラ、ヒヨ
ドリ、シメやアカゲラなど多くの野鳥がやって来て、子
供たちを楽しませています。
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　１１月１日は、子供たちが楽しみにしていた料理教
室。春から北海道農政事務所の協力で、田植えか
ら、稲刈り、はさかけ、脱穀、精米も自分たちの手
で行ったお米を使いカラーライス作りに挑戦。地
域のＪＡ女性部の皆さんとお母さん方に教わりな
がら３種類のカレーを作りました。エプロン姿が
とてもかわいい１年生も一生懸命作り、どの子もお
腹いっぱい食べました。
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生 涯 学 習 だ よ り
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　12月3日、西当別小学校で、6年生の家庭科の時間
に給食センターの学校栄養職員が、食べ物について
の授業を行いました。食べ物が体の中に入ってか
らどのように消化・吸収されるのか、食品が体内で
の働きによって3つのグループに分かれることなど
を説明しました。
　また、1日に食べる野菜の量を実際の野菜を使い
手作りの天秤に子供たちの予測した量と比較しな
がら、どの位必要かを見てもらいました。
　この日の献立にはオリゴ糖たっぷりの当別産の
ヤーコンを使ったきんぴらも登場しました。

　町教育委員会主催の「ジュニアスキー教室」
が１月８日～１１日の４日間、石狩平原スキー場
で開催されました。
　当別スキー連盟指導員の指導で、参加した町
内の小学校３年生５０人はスキーの基礎基本を学
びました。
　参加者は「上手に滑れるようになってスキー
が楽しくなった」とスキー技術の進歩にとても
満足した様子でした。

　１０カ月児健診の乳幼児に絵本に親しんでもらう「ブック
スタート事業」のひとつとして、当別こども図書館代表の
堀江さんを中心としたグループが１１月１６日に公民館、絵本
交流会（高島代表）の会員が１２月８日に西当別コミセンで
絵本の読み聞かせや親子遊びを実施し、２０組４３人の親子が
参加しました。赤ちゃんの言葉と心を育むには、温かなぬ
くもりの中でやさしく語りかける時間が大切などの話が
あり、参加者は、絵本の楽しさや読み聞かせの大切さを改
めて認識していました。
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僕カルシウム
の カ ル ち ゃ
ん！子供たち
に大人気！
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